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目向 飛車製造の:[( 、-^ ずS 床皮屑･3i、^ 膠 の原料とし て便用､こTin.て・･及が 。近茸￥

の慄用量 脱簒しく減 少ヽし、一方々･3浅 草の王産量の増加ら

ぴるーため、での廃棄艇理は大きな闇題になってtiる。ご。床席ﾉ爾の主要な蛋白質でぷ5 コ

ラーゲン包食品分野l坤l 用し。Tうヒ鳥え 、ハイド ミ]レﾌ､調製条庁矢蛋白貧分㈱ 拵素の消

化性ぷヽ oTび鳶 喬試馳 酪果にあヽ。り4 す影響 を被斟した。

才茲 北本刄塩戴 ステヤーハイト の岸凍の肉 面よ'; 脂紡ゐI び肉片をで了るだ 川

£％石灰乳中に20 Q簡浸積 しr.後 、A: 水没-ﾀ 乾燥 →粉砕 、B  : 水次→筒及 →乾護→籾辞、

C  : Aく茨｡→脱辰→酵素μ 理-ﾀ 乾蹊→粉砕.   D：水洸 →脱及呵 独 知 理→アtl 、ン紅理ぐ乾

黛)-^ 粉砕、の匙 理にJ  ') A 趨 。バイト・ミJしkm 製し斥・ これらμつき-  /ヾ ンクレアチ

ソ･    K 'j  デシン. 紋織 薗r 。テア ーゼ、系状薗r ロテアーぜ。拓 卑薗ずロテアーｔ･r3.ど(A

蛋白質分解赫素にょを 肖化μ と、ウィスタ ー系シロ冰ズミヽ ぐ雄･ 初 体重5-0g 一訂後、±瀞

ぷ匹)) にJ24o  B.闇 の飼 育東験 と｡＆行 りﾐ 。

鳶 果 名雌蛋白質分解酪素による消 茫洋･貳ハイ片・ミリレＡ S^･ び̂Xii 吊 っZi^ﾌ Ξ。カど

インを主蛋自質こする樗準飼料i2.ぞ咸、毎 日の摂食量 ヱ0～μj  ぞ順調な生 肴を精 けるめ

/リ

簒慶量比斥 、肝 竹 ンチン・万fl ノダ 一ビ話煤鷹など。渕定邨哭 ぞ心 値ヽを示しr= 。脱鳶

みょび弑凧理μS 乾塙を1施 しﾌり゙ 、イド・ミ1レB^､ 。r びc  ,oc、瓊 準区に､i及 ばか 力ぐ揖食量、
偉m 増加と々;A 、r)､こ比べ良好で漓 っ几 。

A－55　水中加祁k  よるl-メヒレ蛋白質の勧変碓逼 惺,Lつ.ヽ Z

昭和tr大家政　　○比饉末〕子　内IB ・ り子 島田浩一

目的　 中国 料理 に用ヽ'ヽi> サ:/- ヒ｡し 。蜃 自演 は主 と にこコラーゲ ンよ'J >a 5 。 このサメヒ

レ 芝水中-ご加熱[  だと今<n コラ-  r ン の熱 変性過堰 き追 求し. 可食化・rz. め(r)適 正 な加黙

条 件さ 見出 すこ とさ目的 とt  r--。

方法　 ミ陵 産・)新鮮 ≪アオ ず メ。ヒ レか ら孫 取I  rt.筋 糸 き凍島 蹟 細片 とし、温 度, 時間

ヽ 声 色食 え･, あ るい3  共存物t  t  卵 こ水､申v 加熟 し, 海 中 への溶 出蛋 自噴量 さ測 定 す ると

とも に、不瀋計I-.ぺ7 °シン、ト リプ シ ン等 の酵 素老作 用老尼、加熟 に と 小/5  う消 化差 引

化 ｔ調-VヽK 。フK中加 熱溶 止部 およぴ酵 素可溶部 の内容z ゲ ル電 気泳勧 で調 べ^  とt  い い

不溶舒・ 彼状 さゲ 几クロ マト ア ラフィ ーによリ農討t r^ 。

結 果　 コラーゲ ンa サメヒ レ蛋 白質・)約so  % Z 占io  乙い るm 、水 中mm 時 の液中へ･･)溶

出量 からお た鮪を定 性 は、 豚 皮、腱4  どのコラ- ゲ ン(; 比べZ3-  わめa  大3･ い 。しかI  溶

解 し た郵 奇､まデA スフ電気泳動V コ=7 ーゲ ン<r> パ タ―ンぎ検出さ れ る。溶 解性･i 靫 鳩に､t

') やや減少t  るか新 鮮 物 い3  ヒA.  t" 差 は/a い 。加 熟 液中 に嘴 塩 か共存-すa  と溶 出 コう ーゲ

ン童 は増加 し、剤り降の場合/a  御徊け れ る傾 向がみ ら れる。酸 の存在 は もち う ん溶出2  増加

TV 泥 る。加熱蹟 の不 岩性 残漬 にフ・ロ 予アー･is:: さ作 用さ･也5. I:ト リプ シンに対I.  z  は未加躬

め場合 よ'J 明 らか に悳解慨 が高 まるか≒ ペ プ シンに対i  乙･3 未加 郷試暦 ヒあまリ変化 かS

い．i  T:. /00°C ｒ ５時間力P和I    T:.サメc. レ勿 出 決は、ケ ＼しワロ マト ゲ ラフ^  -  で冷 子彙/0

万以T  の已を にゆ るや か/a ピ-  7  を生 じヽ . ト') 1 °シン刄 堰り 毛の でa  I の誉?･冷A' い ）そう

顕著 になI 。


